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【背景・目的】 
これまで胎児期/出生早期の低栄養による低体重児と成熟期の疾患発症リスクの関連
についての多くの報告がされてきている。しかしながら、胎児期/出生早期の内分泌
機能不全や化学物質曝露等に起因する低体重児の疾患発症リスクに関する知見は少
ない。我々は先天的甲状腺機能低下を示す成長遅延症マウスを用いて、成熟後に疾患
発症の可能性を有するモデルとしてその解析を試みた。本マウスは、低サイロキシ
ン・高TSH血症を呈し、生後2週齢頃から一過性の成長停止が見られるが、その2～3
週間後には成長が再開し、改善するが、その生体影響については不明である。本研究
では、まず本マウスに見られる臓器成長や脂肪量の変化を調べることした。 
【対象・方法】 
成長遅延症を示すホモ変異であるgrtマウス（grt/grt）および正常マウス(grt/+)の雄個体
を用いて、2、10および18か月齢に体重、尾長および頭臀長を測定した。また代謝系
臓器（肝、腎）、皮下脂肪（腰部、鼠径部）および内臓脂肪（精巣上体周辺、腎周囲、
後腹膜）を秤量した。飼料はCE-2（日本クレア）を自由摂取させ、剖検時は採材前約
2時間の絶食を行なった後、採血・採材を行なった。採血直後に全血中はグルコース
濃度（バイエル社ブリーズ2）を測定した。 
【結果】 
2か月齢ではgrtマウスは、正常マウスと比べ成長が遅れていたが、以降その成長遅延
は経齢的に徐々に改善されていった。しかしながら、18か月齢に至るまでgrtマウスの
腎は小型のままで（正常マウスの約6割程度）、皮下脂肪・内臓脂肪重量とも正常マ
ウスと比較して有意に低いままであった。2か月齢においてgrtマウスの血中グルコー
ス濃度は、正常マウスと比べ高値であった。 
【結論】 
grtマウスに見られた腎の小型化や高グルコース血症の所見から、腎糸球体数減少やⅡ
型糖尿病の可能性を検討していく必要性があると考えられた。その他、脂質代謝関連
の血液中ホルモン動態をあわせ、考察を試みていく予定である。また、胎児期/出生
早期の低栄養による低体重動物との表現型の相違についても比較検討が今後必要で
あると考えられる。 
 
 
